
第２回秦野高等学校学校運営協議会 議事録 

１ 日時 令和７年 10 月 27 日 

 

２ 場所 秦野高等学校 会議室 

 

３ 出席者 委員５名 学校職員 12 名 

 

４ 内容 

〇協議 

（１）授業参観を受けての協議 

・学習環境の整備を含め、生徒の集中力を持続させ活発な学習活動を促すための工夫を、これからも検 

討していく必要がある。 

 

（２）令和７年度 活動計画・学校評価報告書（中間評価）について 

 視点 1 教育課程・学習指導 

 ・公開授業研究会を通して、授業改善及び１人１台端末の効果的な利用について情報共有を行った。 

 ・校内授業研究会、生徒による授業評価アンケート等も授業改善に活かしている。 

 ・職員間の授業参観週間について、他教科へ目を向けることや日頃から互いの授業を手軽に見られる 

環境作りにはまだ課題が残る。 

・STEAM 教育研修会について、昨年度までは年に２～３回外部講師も招くなどもして実施していた 

が、今年度は毎月１回短時間で教職員が講師となって実施している。 

 ・文化祭・体育祭の運営について、生徒主体の行事運営が軌道に乗ってきた。アンケートでも 94％の 

生徒が生徒主体で実施できている実感を持っている。文化祭初日の中止を受けて急遽実施した校内 

公開についても、非常に好評であった。 

 

 視点２ 生徒指導・支援 

・新入生の部活動加入率 88％。全国、関東大会に出場する部活動もある。引き続き生徒主体で取り組 

みたい。 

 ・気候の変化を受けて服装の校内規定を変更し、略装期間の設定を廃止して生徒による判断に委ねる 

  こととした。その他実態に合わない規定等は、今後も見直し検討していきたい。 

 ・保健室利用のルールが変わって必要以上の利用が減り、相談業務も適正化された。担任によるプッシ

ュ型の面談も実施している。 

 

 視点３ 進路指導・支援 

・STEAM 教育について、授業だけでなく進路指導においても取り組み、神奈川工科大学教授による理 

系進学推進の講演会、北里大学海洋生命学部教授による魚に関する講演会などを実施した。今後も積 

極的に講演会を実施して、生徒の興味・関心を刺激していきたい。 



・Classi については、英語のウェブリオ等他教材が充実してきているため、Classi だけに頼らずに各教 

科ごとに最適な学習ツールを精査していきたい。 

・現在の進路状況としては、大学進学が主であることは変わらないが、一般受験を見据えつつ年内入試 

 を視野に入れる生徒が少し多い印象。学校としては、引き続き一般受験で納得のいく大学等に挑戦さ 

 せる姿勢は継続していきたい。 

・姉妹校交流を今夏も実施。受け入れは隔年のため今年度はないが、引き続き交流を継続したい。 

 

視点４ 地域等との協働 

・地域貢献事業は後期がメインとなるため、地域清掃など今後の取り組みを見守ってもらいたい。 

 ・12 月に株式会社ロッテ社員より、２学年対象にコミュニケーション講座を実施予定。 

・第１回学校説明会は昨年度以上の中学生・保護者が来校。第２回学校説明会についても、同日に授 

業・部活動公開を実施することで、多くの来場者を呼ぶことに成功した。 

・HP、Instagram による情報発信については、発信のための素材集めや、担当職員のみに負担が寄っ 

てしまうことなど課題があるため、継続的な実施のための工夫を検討していきたい。 

 

視点５ 学校管理・学校運営 

・避難経路の障害となる物品の移動・撤去を９月中に完了した。 

・オフィス改善事業により、職員室内の机・椅子・棚等を全面リニューアルした。 

・11 月に職場ディスカッションを予定。校務改善、業務のスリム化につなげていきたい。 

 

＜委員より＞ 

・進路実績について、留学者がいることには驚いた。どういう経緯によるものか。 

・大学教授の講演は良い取り組みだと思う。学校の特色としてさらに積極的に押し出して、志願者増加 

にもつなげていけるのではないか。 

・STEAM 教育推進校に指定されて４年目ということだが、指定の期間などは定められているのか。 

・探究活動においてテーマの設定は重要になる。その中で、各教科で社会とのつながりを意識した教育 

活動を実践し、それが生徒の探究意欲を刺激する結果になると理想的。 

・中学生にとって「目指すべき学校」であってほしいという思いはある。そのために、生徒はもちろん 

として保護者に訴求力のある取り組みをしているのは良い 

・オフィス改善は中学としては羨ましい。具体的な「働き方改革」として、良い所は共有してほしい。 

・若手教員とベテラン教員の温度差を感じる。授業参観週間等をはじめとして、若手教員には積極的に 

ベテラン教員から学んでほしい。 

 

６ 事務連絡 

・第３回学校運営協議会３月５日（木）15:30～予定。 


